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1965年立命館大学経営学部を卒業後、伊藤製作

所に入社。1986年同社代表取締役となり2022年

12月同社会長に就任する。順送り金型メーカー

の老舗企業であり、国際競争力のある金型製造

技術の確立に努め、無人化、高速化、精密化を

追求したプレス加工で卓越した技術力を誇る。

（社）日本金型工業会・副会長・国際委員長を

歴任。中京大学特別栄誉客員教授、国立ソウ

ル科学技術大学校名誉教授、神戸大学非常勤

講師などを務めて後進の育成に寄与。2017 年

４月「旭日単光章」、21年１月「紺綬褒章」受章。

著書に『モノづくりこそニッポンの砦』『ニッ

ポンのスゴい親父力経営』『日本製造業の後退

は天下の一大事』がある。

Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・

ク
ラ
シ
ッ
ク
）
で
日
本
チ
ー
ム
が
優
勝

し
た
３
月
下
旬
、
世
界
中
か
ら
日
本
チ
ー

ム
の
強
さ
や
大
谷
翔
平
に
対
す
る
好
評

化
が
目
立
っ
た
。
今
回
開
催
さ
れ
た
大

会
を
通
じ
、
日
本
の
国
民
性
や
マ
ナ
ー

の
良
さ
な
ど
も
多
く
の
国
か
ら
評
価
し

て
も
ら
え
た
こ
と
は
、
日
本
国
民
と
し

て
う
れ
し
い
限
り
だ
。

　

中
国
で
も
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
関
し
て
は
非
友

好
的
な
報
道
が
一
切
な
く
、
特
に
女
性

か
ら
大
谷
翔
平
の
卓
越
し
た
技
量
や
人

間
的
な
魅
力
に
関
し
て
語
ら
れ
る
報
道

が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
大
リ
ー

ガ
ー
が
参
加
し
た
米
国
に
日
本
が
勝
利

し
た
こ
と
に
、
中
国
の
若
者
は
「
ア
ジ

ア
の
誇
り
」
と
ま
で
言
っ
て
い
た
。
以

前
か
ら
筆
者
は
中
国
の
報
道
は
偏
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
た
が
、
こ
と
ス
ポ
ー

ツ
の
分
野
に
関
し
て
は
公
平
と
感
じ
た
。

あ
る
中
国
人
の
学
生
が
「
北
京
大
学

や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
、
清
華
大

学
（
中
国
）
の
方
が
、
ア
ジ
ア
の
大
学

の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
東
大
や
京
大
、
阪
大

よ
り
上
だ
。
し
か
し
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

毎
年
の
よ
う
に
取
っ
て
い
る
の
は
日
本

の
大
学
卒
に
限
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
だ

ろ
う
」
と
話
し
て
い
た
が
、
私
も
そ
う

思
う
。

だ
が
同
じ
こ
ろ
新
華
社
通
信
で
は
、

老
人
が
「
ア
メ
リ
カ
は
横
暴
な
行
為
ば

か
り
し
て
世
界
中
で
嫌
わ
れ
、
多
く
の

諸
国
は
年
々
米
国
か
ら
離
れ
て
い
き
、

今
や
親
し
い
国
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
一

方
、
中
国
は
世
界
に
平
和
を
広
め
、
中

国
と
友
好
な
関
係
を
作
る
国
は
年
々
増

加
し
続
け
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
た
。

共
産
主
義
国
家
の
国
営
放
送
が
報
じ
る

内
容
と
し
て
は
、
こ
れ
が
自
然
な
の
だ

ろ
う
。
国
際
関
係
の
発
信
に
は
厳
し
く

言
論
統
制
が
さ
れ
て
い
る
中
国
の
国
民

は
、
真
剣
に
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
国
が
抱
え
る
諸
問
題

　

中
国
は
１
９
８
０
年
ご
ろ
よ
り
40
年

間
、
世
界
で
唯
一
高
い
比
率
で
経
済
発

展
を
続
け
た
。
国
民
生
活
は
急
激
に
向

上
し
、
給
与
面
で
も
日
本
、
韓
国
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
に
次
ぐ
好
待
遇
と

な
っ
た
。
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
も
大
き
く

様
変
わ
り
し
、
特
に
高
速
鉄
道
網
や
高

速
道
路
網
な
ど
は
世
界
で
も
例
を
見
な

い
規
模
の
路
線
が
完
成
し
た
。

し
か
し
そ
の
急
成
長
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
が
世
界
的
に
蔓
延
し
始
め
た
こ
ろ
か

ら
陰
り
が
出
て
き
た
。

　

同
国
の
具
体
的
な
問
題
点
に
触
れ
た

い
。

１
）
不
動
産
価
格
の
大
幅
下
落　

マ
ン

シ
ョ
ン
バ
ブ
ル
で
34
億
人
分
の
在
庫
を

抱
え
、
こ
れ
は
総
人
口
の
二
倍
以
上
の

住
宅
だ
。
全
国
に
は
数
万
棟
に
上
る
マ

ン
シ
ョ
ン
が
途
中
で
建
設
ス
ト
ッ
プ
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
〝
鬼
城
〟
と
い
い
、

全
国
に
多
く
の
事
例
が
発
生
し
て
い
る
。

中
国
の
ト
ッ
プ
不
動
産
業
者
で
あ
る
恒

大
集
団
が
経
営
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て

い
る
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
の
だ
。
ま
た
、

前
金
や
頭
金
を
払
っ
て
い
る
国
民
が
建

設
の
中
断
に
よ
り
途
方
に
暮
れ
て
い
る

と
い
う
。
中
国
の
潜
在
不
良
債
権
が
４

０
０
兆
円
と
い
う
の
も
う
な
ず
け
る
。

２
）
止
ま
ら
な
い
少
子
化
と
就
職
難　

一
人
っ
子
政
策
が
１
９
７
９
年
か
ら
２

０
１
４
年
ま
で
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
は

人
口
減
や
高
齢
化
、
若
い
労
働
力
の
減

少
に
伴
い
緩
和
さ
れ
た
が
、
少
子
化
は

止
ま
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

経
済
の
低
迷
で
昨
年
の
就
職
率
は
文
系

で
12
％
、
理
学
系
で
29
％
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
系
で
17
％
と
い
う
過
去
に
は
無
か
っ

た
厳
し
い
就
職
事
情
だ
。
平
均
給
与
が

大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
で
外
資
の

撤
退
が
増
加
し
、
今
後
の
経
済
復
活
の

ブ
レ
ー
キ
と
な
る
だ
ろ
う
。
公
務
員
の

給
与
が
30
％
カ
ッ
ト
さ
れ
る
と
の
情
報

が
舞
い
込
ん
で
い
る
。

３
）
採
算
度
外
視
の
高
速
鉄
道
イ
ン
フ

ラ　

２
０
０
７
年
に
産
声
を
上
げ
た
中

国
の
高
速
鉄
道
は
、
09
年
に
は
日
本
の

総
延
長
４
０
０
０
㌔
㍍
に
追
い
つ
き
、

今
で
は
地
球
一
周
分
（
４
万
㌔
㍍
）
の

距
離
と
い
う
。
そ
し
て
現
在
世
界
最
速

の
営
業
速
度
で
あ
る
時
速
３
５
０
㌔
㍍

を
４
０
０
㌔
㍍
に
ま
で
引
き
上
げ
よ
う

と
し
て
い
る
。
国
土
が
広
く
、
自
由
に

土
地
の
買
収
が
で
き
る
中
国
で
は
、
直

線
の
線
路
建
設
が
容
易
な
こ
と
も
大
き

な
理
由
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
発
展
目
覚
ま

し
い
中
国
の
高
速
鉄
道
だ
が
、
利
益
を

上
げ
て
い
る
路
線
は
北
京―

上
海
線
な

ど
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。
利
便
性
も
悪

く
、
ひ
ど
い
路
線
で
は
１
日
１
本
の
運

行
し
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今
後
も

長
期
に
わ
た
り
巨
額
の
赤
字
が
続
く
と

い
わ
れ
て
お
り
、
共
産
国
家
な
ら
で
は

の
採
算
を
無
視
し
た
政
策
と
言
え
る
。

４
）
コ
ロ
ナ
禍　

世
界
各
国
で
コ
ロ
ナ

規
制
が
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
た
22
年
４

か
ら
５
月
に
か
け
て
、
大
都
市
上
海
が

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
中

国
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
国
で
経
済

的
に
影
響
が
出
た
。

５
）
禁
輸
措
置
の
応
酬　

22
年
10
月
、

米
国
は
半
導
体
製
造
装
置
な
ど
最
先
端

技
術
の
中
国
へ
の
輸
出
を
禁
止
し
た
。

半
導
体
製
造
装
置
は
米
国
と
日
本
、
オ

ラ
ン
ダ
の
３
ヵ
国
が
製
造
し
て
い
る
。

日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
は
米
国
の
方
針
に
同

意
。
従
来
の
半
導
体
は
20
㌨
㍍
ま
で
が

主
流
だ
っ
た
が
、
台
湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
で

は
10
㌨
㍍
、
５
㌨
㍍
、
３
㌨
㍍
と
年
々

小
型
高
性
能
の
半
導
体
を
可
能
と
し
た
。

こ
れ
は
次
世
代
携
帯
電
話
や
頭
脳
ロ

ボ
ッ
ト
、
自
動
車
運
転
の
自
動
化
、
高

性
能
武
器
の
製
造
に
は
無
く
て
は
な
ら

な
い
最
重
要
部
品
だ
。
中
国
と
し
て
は

過
去
に
は
な
い
大
打
撃
と
な
る
こ
と
だ

ろ
う
。
米
国
に
追
従
す
る
日
本
に
対
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
輸
出
規
制
や
圧
力
を
か

け
て
く
る
だ
ろ
う
。
南
鳥
島
で
発
見
さ

れ
た
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
海
底
資
源
を
早

期
に
確
保
で
き
る
事
業
を
進
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

　

以
上
、
中
国
の
問
題
点
の
一
部
を
述

べ
た
が
、
日
本
に
と
っ
て
最
大
の
輸
出

入
国
は
中
国
で
あ
る
。
中
国
の
今
後
の

景
気
低
迷
は
日
本
に
も
多
大
な
経
済
的

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
心
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
無
実
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
日
本
人
が
ス
パ
イ
容
疑
で

逮
捕
さ
れ
る
こ
と
も
増
加
す
る
だ
ろ
う
。

進
出
し
て
い
る
日
本
企
業
に
対
す
る
圧

力
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経

済
的
に
は
中
国
と
日
本
は
共
に
重
要
な

国
同
士
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

今
後
、
日
本
の
政
治
力
と
外
交
力
を
注

視
し
た
い
。
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